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具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

個別の指導計画において「国語」「自立活動」の目標を「達成」「ほぼ達成」が８割以上とすることができ
た。各教科における目標は達成できたが、他教科や生活場面など、より多面な場面で自発的に活用でき
るよう、引き続き取り組み、指導の充実を図っていく。よって評価は「B」とする。

学習活動の中で、個々に応じた表現方法や適切
な支援方法を模索、指導し、様々な場において
適切に活用できるよう支援し、その取組について
個別の指導計画に反映させる。

・学部全体で取り組む学習活
動を年間３回以上、校外の人
と言葉等を介してやりとりす
る活動を年間２回以上実施
する。
・全ての児童生徒の個別の
指導計画に、社会性、コミュ
ニケーション力、表現力に関
する目標を設定し指導する。

「国語」「自立活動」を中心
に目標設定し、授業展開が
できた。お接待活動等にお
いて自分の言葉や代替手
段を使ってコミュニケーショ
ンを図る力がついてきた。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項

日常生活に必要な国語についての理解を深め、
自分の気持ちや考えを表現する力を高めるとと
もに、様々な活動を通してそれらを活用する能力
や態度を育むことができる。

個々に応じて設定した児
童生徒の目標を「達成」
「ほぼ達成」となる割合が8
割以上となる。

言語力やコミュニケーショ
ン力の習得における目標
の成果として「達成」「ほぼ
達成」の割合が８割以上と
することができた。

評価　　　　B

成果指標

（小・中・高　学　部　）　 児 童 生 徒 の 状 況

個々の児童生徒の実態に応じた教育課程
の編成により、個別最適な教育活動を実施
することができている。その中で校内や校外
での活動を通して様々なことに挑戦しようと
する力がついてきている。

児童生徒数の減少や障がいの多様化により、集
団活動や同世代同士での関わりを深めていくこと
が難しい。校外における活動や様々な経験を通し
て、自分を表現しコミュニケーション力を高め、社
会性を育むことが課題である。

達成状況具体的目標（目指す子どもの姿）

２　学力・学習状況における現状分析、目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成
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